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平成３０年度第５回市民参加推進・評価会議 会議要旨 

 

１ 日時 平成３１年３月２８日（木） 午後４時００分～４時５５分 

２ 場所 大和市役所 全員協議会室 

３ 出席者 委員６人（田邊 誠 委員（会長）、青木 俊介 委員、岩本 翠 委員、 

小川 典子 委員、小室 三枝子 委員、中丸 ちづ子 委員） 

事務局３人（政策総務課長他２人） 

４ 傍聴人数 ０人 

５ 議題 （１）平成３１年度市民参加手続の実施予定について 

（２）その他 

６ 議事要旨 ・事務局より、次の事項について説明した。 

- 前回配布した平成３１年度市民参加手続の実施予定の変更箇所 

（資料１・各施策の概要の追加等） 

- 各施策の前回策定時に実施した市民参加手続と平成３１年度実施

予定との比較（資料２） 

・前回会議までの意見等をもとにまとめた答申案について意見交換を行

った。 

・今回会議での議論を踏まえ、会長と事務局で答申内容を調整し、委員

に確認した後に市長に答申を行うこととした。 

・（２）その他として、次回会議について次のとおり説明した。 

- 次回は平成３０年度市民参加手続の実施状況に対する総合評価に

ついての諮問を行う。 

- ６月の開催を予定しており、日程は別途調整する。 

７ 会議資料 ・資料１：平成３１年度市民参加手続の実施予定（修正） 

・資料２：平成３１年度審議会等委員の公募実施予定 

・資料３：前計画（現行計画）策定時との比較 

・資料４：平成３１年度市民参加手続の実施予定に対する総合評価につ

いて（答申案） 

 

【主な質疑等】 

会  長： 今回資料の差し替えがあり、第二期大和市子ども・子育て支援事業計画の

策定に関して市民討議会が意見交換会として追加されたとの報告があったが、

市民討議会の参加者はどのように集めるのか。 

事 務 局： 無作為抽出した市民３，０００人に参加案内を送付している。市民討議会

は、いわゆるサイレント・マジョリティの声を市政に反映させることを目的

として総合政策課が担当し、市長と調整のうえテーマを選定し年２回実施し

ているものである。 
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委  員： 答申案の冒頭で、市民参加手続の実施予定について事実関係をまとめ、概

ね良好であるとしているが、この方向性でよいと考える。 

会  長： 次の、詳細な評価についても、既存計画等の改訂・次期計画の策定等につ

いて、前回改訂／策定時との比較において述べられており、内容的には理解

できるものになっていると思う。 

委  員： 細かい点は調整が必要かもしれないが、全体的には納得できる内容である。 

会 長： 具体的な改善案を当会議で示すのは難しいが、幅広い市民の意見を集める

にあたって、地域や年齢層などへ配慮する記述があり、審議されてきた内容

を盛り込めていると思う。 

委  員： 答申案にあるように、時代のニーズに合わせて改善に継続的に取り組むこ

とが一番重要であろうと思う。 

委  員： 「事案」という文言よりも「施策」の方が適切ではないか。 

事 務 局： 文言については、全体の流れの中で見直しをさせていただく。 

委  員： 最後の「現状に満足することなく」という表現については、「現状にとど

まらず」といったニュアンスだと思うが、修正が必要ではないかと思う。 

事 務 局： 検討する。 

委  員： 最後の段落の「先に述べたとおり」という文言は、それより以前に該当す

る表現がないため、削除したほうがよいのではないか。 

事 務 局： ご指摘のとおりなので、削除する。 

委  員： 「公募委員の選任に当たっては、規定の委員構成・定数等の範囲内であっ

ても、応募者の居住地域…等を考慮し」の表現も、意味は理解できるが、少

しわかりにくいと感じる。 

事 務 局： ご指摘の箇所については表現を調整させていただく。 

委  員： 今回事務局から示された前回策定時との比較の資料が非常にわかりやすか

った。次回からは同様の資料を諮問時に提示いただけるとありがたい。 

委  員： 施策の概要についてもしっかりと記載されており、わかりやすく、このよ

うな資料が示されれば、議論がしやすくなると思う。 

事 務 局： 事務局も担当課に実施内容を確認しながらわかりやすい資料作成に努めて

おり、委員のご意見等を今後の資料作成に反映していく。 

会 長： 全体としてはこのとおりの内容かと思う。もう１回会議を開催し、審議を

行う予定ではあるが、表現の修正のみであれば会議は開催せず、事務局と私

とで調整を行い、その後委員の皆様にご確認いただくという流れでいかがか。 

＜委員同意＞ 

 

以上 


